
 

（
１
）
神
社
名 

宗
教
法
人
・
新
宮
神
社

（
２
）
鎮
座
地 

高
知
県
南
国
市
十
市
五
九
三
七
番
地

　
　
　
　
　
　
　

（
境
内
の
「
十
市
保
育
園
」
の
上
で
す
。
入
口
同
じ
）

（
３
）
祭
神 

天あ
ま

照
て
ら
す

皇お
ほ

大み
の

神か
み

・
伊い

邪ざ

那な

岐ぎ
の

神か
み

・
健た

け

速は
や

須す

佐さ

之の

男お
の

神か
み

（
４
）
旧
社
格  

郷ご
う

社し
ゃ

・
十
市
地
区(

緑
ヶ
丘
含
む
）
の
総
鎮
守
。

（
５
）
建
物  

本
殿
・
流
れ
造　

幣
殿
・
拝
殿
・
権
現
造　

銅
版
屋
根

（
６
）
境
内
社
①
豊と
よ

受う
け

神
社 

祭
神
・
豊
受
姫
神
（
本
殿
東
側
）

     

　

    

②
神い

母げ

神
社  

祭
神
・
保
食
神
（
本
殿
西
北
側
）

           

③
天
満
宮   

祭
神
・
菅
原
道
真
公
（
本
殿
西
南
側
）

           

④
子こ

や
す育

神
社  
祭
神
・
木こ

の

花は
な

開さ
く

耶や

姫ひ
め

神の
か
み（

第
一
鳥
居
前
）

子授・安産・初宮詣・七五三・厄
やく

祓
ばら

い・自動車安全祓・家
や

祈
ぎ

祷
とう

・地鎮祭・工事安全祈願祭・年忌祭・神葬祭

新
宮
神
社
の
御
祭
神
と
祭
礼
日

(

平
成
27
年
予
定
）

歳
旦
祭 

・
元
旦
朝
8
時
か
ら
。

      

・
初
詣
・
第
18
回
「
郷
土
を
描
く
絵
画
展
」
１
月
１
日
～
１
月
３
日
迄
。

　

・「
お
焚
上
げ
祭
」
１
月
３
日
午
後
２
時
頃
か
ら
。（
古
札
の
み
消
却
）

   

・
ど
ん
ど
焼
き
（
１
月
13
日
午
前
10
時
～
十
市
メ
ダ
カ
池
で
執
行
）

　

・
厄や

く

祓ば
ら

い　

１
月
１
日
～
節
分
～
３
月
末
が
多
い
・
ご
予
約
を
。

　
　

（
家や

祈ぎ

祷と
う

受
付
＝
１
～
３
月
が
多
い
、
月
日
随
時
も
可
）

節
分
祭 

２
月
３
日　

10
時
～
あ
と
む
園
児
・
追
儺
の
神
事
・
豆
ま
き

建
国
記
念
の
日　

２
月
11
日(

紀
元
祭)

10
時
～
予
定
。

祈
年
祭(

春
祭)

２
月
20
日
。

　

◆
夏
越
の
祓
い
6
月
30
日
暑
い
夏
を
無
病
息
災
で
越
す
茅
わ
ぬ
け
祭
。

  

・
う
ら
ぼ
ん
会(

中
元
祭)

７
月
15
日
祖
先
の
霊
を
ま
つ
る
日
。

十
市
の
夏
祭
り
・
宵
宮
祭 

７
月
19
日
（
日
）・
あ
と
む
園
児
の
巫
女
舞
・
十
市

　
　

保
育
・
あ
と
む
幼
稚
園
の
太
鼓
＆
踊
り
・
奉
納
こ
ど
も
相
撲
、
絵
馬
。

　

・ 

献
灯
・
第
10
回
エ
コ
・
コ
ン
サ
ー
ト
・
雅
楽
の
生
演
奏
と
豊
栄
舞

秋
大
祭
（
11
月
第
一
日
曜
日
）
11
月
1
日
オ
ナ
バ
レ
・
流
鏑
馬
・
綱
曳

　

・
七
五
三
詣
り　

11
月
12
日
（
前
後
お
好
き
な
日
に
ご
予
約
可
）

御お
み
た
て
立
祭　

・
11
月
11
日
７
時
～
（
旧
９
月
末
日
）

新に
い

嘗な
め

祭
（
秋
祭
）
11
月
25
日
（
火
）
午
後
２
時
か
ら
神
事
。

御お

迎む
か
え

祭　

12
月
10
日
７
時
～
（
旧
10
月
末
日
）

　

・
門
松
づ
く
り
　
12
月
25 
日
10
時
～
十
市
保
育
園
児
・
春
峰
会
な
ど

除
夜
祭
（
大
晦
日
）
12
月
31
日
大
祓
（
開
運
厄
除
）・
除
夜
祭
・
年
越
参

（
８
）
神
職 

宮
司
・
森
國
英
夫 

　
　
　
　

新
宮
神
社　

〒783-0085

高
知
県
南
国
市
十
市
５
９
３
７ 

                

電
話
０
８
８
・
８
６
５
・
５
１
２
３  

f
ax8

6
5-5

4
04

（
７
）
祭
礼
日

（ご由緒詳細や十市の不思議関連は HP へ）
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新
宮
神
社
は
、昔
か
ら
「
十
市
の
総
鎮
守
」
と
し
て
郷
人
と
と
も
に
あ
り
ま
す
。

創
建
・
勧
進
は
と
聞
か
れ
ま
す
が
、
仏
教
の
よ
う
に
新
し
く
入
っ
て
き
た
も
の

で
は
な
く
、
神
社
は
日
本
民
族
固
有
の
永
い
生
活
慣
習
の
中
で
出
来
上
が
っ
て

き
た
も
の
で
す
。
縦
穴
住
居
の
遺
構
に
は
神
棚
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
郷
人
の

祖
先
が
生
活
を
始
め
た
こ
ろ
か
ら
で
し
よ
う
。
文
献
上
で
わ
か
る
の
は
、
日
本

の
建
国
間
も
な
い
頃
の
書
物
に
「
十
市
」
が
登
場
し
て
い
ま
す
。
日
本
の
神
社

関
係
の
基
本
規
範
が
文
書
で
制
定
さ
れ
た
の
が
奈
良
時
代
の
西
暦
６
７
０
年
頃

の
こ
と
だ
と
い
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
が
「
延
喜
式
」
と
い
わ
れ
る
の
は
、
延
喜
５

年
（
９
０
５
）
に
編
纂
刊
行
さ
れ
た
か
ら
で
す
。
今
か
ら
約
１
１
０
０
年
く
ら

い
昔
の
こ
と
で
す
。
神
職
の
衣
装
や
祭
祀
・
作
法
は
、
変
わ
る
こ
と
な
く
、
現

在
で
も
同
じ
に
執
り
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
中
に
「
十
市
に
坐
ま
す
神
」
が
神
饌
の
係
り
と
い
う
最
も
祭
祀
に

重
要
な
部
分
を
つ
か
さ
ど
っ
た
事
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。「
十
市
」
と
書
い

て
「
と
お
ち
」
と
読
む
地
名
は
日
本
に
二
ヶ
所
あ
り
ま
す
。
十
市
と
い
う

地
名
は
大
変
大
事
な
食
を
司
る
神
さ
ま
が
坐
す
地
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
但
し
、
当
時
は
神
社
名
が
違
っ
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

白
鳳
時
代
の
大
地
震
で
海
底
に
没
し
た
と
も
言
わ
れ
、
十
市
の
沖
に
は
漁

師
さ
ん
達
か
ら
海
底
に
井
戸
や
瓦
な
ど
が
見
え
る
と
も
聞
い
て
い
ま
す
。

古
代
か
ら
総
鎮
守
の
神
域
は
現
在
の
池
地
区
ま
で
で
し
た
。
元
々
日
本
の

祭
祀
（
神
社
）
に
は
い
わ
ゆ
る
「
お
や
し
ろ
」
は
な
く
清
浄
な
地
に
岩
と
か
、

太
い
柱
を
立
て
た
り
、周
囲
に
玉
砂
利
を
し
く
だ
け
だ
っ
た
。十
市
の
謎
は
、

女
躰
神
社
名
の
「
躰
」
の
中
に
隠
さ
れ
て
い
る
と
密
か
に
語
り
継
が
れ
て

き
ま
し
た
。
が
、
そ
の
封
印
の
奥
に
、
閉
ざ
さ
れ
た
ま
ま
の
美
し
い
十
市

皇
女
（
と
お
ち
の
ひ
め
み
こ
）
の
伝
承
が
！
。
十
市
皇
女
は
父
が
大
海
人

皇
子
、
母
が
額
田
王
。
夫
は
大
友
皇
子
。
壬
申
乱
で
夫
に
斬
殺
さ
れ
た
と

い
う
。
男
と
女
の
二
つ
の
神
社
、
そ
こ
に
秘
め
ら
れ
た
古
代
ロ
マ
ン
を
求

め
て
大
学
生
が
研
究
テ
ー
マ
に
と
、
と
き
お
り
訪
れ
ま
す
。

　

古
祭
祀
の
様
式
が
新
宮
神
社
に
は
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
秋
大
祭
当
日
の

「
お
頭
屋
」
の
庭
に
、
神
輿
の
据
え
場
所
が
作
ら
れ
ま
す
。
斎
竹
の
中
の
地
表
に

は
、十
市
の
海
岸
で
潔
斎
・
潮
ご
り
を
し
て
早
朝
に
採
集
さ
れ
た
玉
石
が
敷
か
れ
、

潮
汲
み
さ
れ
て
き
た
桶
か
ら
こ
の
玉
石
に
潮
水
が
か
け
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
が
三

日
間
は
続
け
ら
れ
ま
す
。
当
日
一
樽
は
本
殿
に
供
え
ら
れ
る
。

　

ご
祭
神
は
遠
く
波
涛
を
越
え
て
や
っ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
！
。
社
殿
周
囲

の
山
土
を
切
り
取
る
、
拡
張
工
事
中
に
、
地
表
に
敷
き
詰
め
ら
れ
た
玉
石
が
出

て
き
ま
し
た
。
古
代
に
玉
石
が
山
上
に
広
く
敷
か
れ
、
斎
場
が
作
ら
れ
て
い
た

遺
構
か
も
。
い
や
、
航
空
測
量
写
真
に
前
方
後
円
墳
が
２
つ
繋
が
っ
て
い
る
こ

と
が
は
っ
き
り
と
写
っ
て
い
ま
す
。
石
室
の
跡
も
あ
る
。
十
市
皇
女
の
眠
る
地

で
し
ょ
う
か
。
白
鳳
の
大
地
震
で
十
市
の
南
部
が
海
底
に
沈
ん
だ
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
新
宮
神
社
は
祟
り
の
神
さ
ま
と
言
わ
れ
、
畏
れ
故
に
高
い
信
仰
を
集

め
て
い
ま
す
。
５
０
０
年
を
超
え
る
ヤ
マ
モ
モ
の
雄
花
の
巨
樹
な
ど
絶
滅
種
の

樹
木
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
研
究
者
は
こ
の
木
々
が
優
れ
た
花
粉
を
遠
く
ま
で

（
祭
神
・
祭
礼
は
裏
面
に
）

送
り
出
し
て
く
れ
る
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
だ
と
言
う
。
子
授
け
・
安
産
・
保
育

の
神
さ
ま
と
し
て
四
国
以
遠
か
ら
も
多
数
の
参
拝
者
が
訪
れ
る
の
も
、
こ
ん

な
大
自
然
の
営
み
を
遠
く
離
れ
た
地
の
人
々
が
感
知
で
き
る
、
人
間
の
不
思

議
な
能
力
に
は
驚
き
で
す
。
生
命
の
よ
み
が
え
り
の
杜
・
次
ぎ
の
生
命
を
育

む
神
秘
の
杜
を
、
次
の
世
代
へ
大
切
に
守
っ
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
「
土
佐
日
記
」
の
作
者
・
紀
貫
之
は
、
土
佐
を
去
る
と
き
「
大
湊
」
で
正
月

を
過
ご
し
ま
し
た
。
豊
富
な
食
べ
物
の
話
題
を
詳
細
に
記
し
て
い
る
の
も
、
航

海
安
全
を
祈
っ
た
神
饌
の
神
さ
ま
へ
の
思
い
出
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
帰
れ

な
い
娘
へ
の
な
ご
り
、
地
名
に
残
る
皇
女
伝
承
が
白
波
の
よ
う
に
胸
を
あ
ら
っ

た
の
で
は
…
…
。
七
〇
近
い
老
人
の
脳
裏
に
、
和
歌
の
入
門
書
「
土
佐
日
記
」

の
構
想
が
芽
生
え
て
い
た
の
か
、
和
歌
の
問
答
は
大
湊
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
十

市
皇
女
の
母
・
額
田
王
が
歌
人
だ
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
か
。
現
在
も
石
土
（
い

わ
つ
ち
）
池
周
辺
に
は
当
時
の
岬
の
守
り
神
の
祠
が
多
数
残
っ
て
い
ま
す
。

  

棟
札
に
残
さ
れ
た
最
も
古
い
も
の
は
、「
文
亀
二
年
壬
戌
（
１
５
０
２
）
十
一

月
十
五
日
再
興
新
宮
三
所
権
現
社
大
檀
那
源
重
隆　

大
工
新
右
衛
門
」
と
あ
っ

た
と
い
わ
れ
ま
す
。
源
重
隆
と
は
十
市
栗
山
城
主
・
細
川
重
隆
（
初
代
細
川

武
蔵
野
守
頼
之
か
ら
一
〇
代
目
）
で
す
。
記
さ
れ
て
い
た
年
の
前
年
は
全
国

的
に
干
ば
つ
、
飢
饉
に
苦
し
ん
で
い
た
頃
で
す
。
ご
神
徳
に
報
恩
の
再
建
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
。
下
克
上
、
戦
国
時
代
の
始
ま
り
で
し
た
。
和
歌
山
県
の
新

宮
と
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
熊
野
と
同
じ
く
補
陀
落
東
門
の
伝
承
も
伝
わ
っ
て

い
ま
す
。

　

細
川
侯
が
十
市
に
来
た
の
は
、
長
宗
我
部
元
親
が
統
一
を
始
め
る
少
し
前

で
す
。
田
村
の
郷
に
い
た
細
川
氏
の
何
ら
か
の
血
を
引
く
方
だ
っ
た
の
で
し
ょ

う
。
こ
の
少
し
前
か
ら
熊
野
信
仰
の
メ
ッ
カ
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
元

親
候
と
細
川
家
と
の
関
係
で
熊
野
系
神
社
が
さ
ら
に
勧
進
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

元
親
の
重
鎮
と
な
り
四
国
制
覇
を
な
し
ま
す
が
、
関
ヶ
原
で
破
れ
土
佐
は
山

内
侯
の
支
配
と
な
り
ま
す
。
新
藩
主
か
ら
当
神
社
へ
の
藩
米
や
神
田
寄
進
な

ど
厚
遇
ぶ
り
も
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
周
囲
に
い
く
つ
か
の
神
宮
寺
が
あ
り

ま
し
た
。
峰
寺
も
そ
の
一
つ
で
す
。

　

現
社
殿
は
、
文
久
二
壬
戌
年
十
月
（
１
８
６
２
）
に
着
工
翌
年
完
成
。
原

形
よ
り
も
大
き
く
厳
し
く
極
彩
色
で
壮
麗
に
出
来
上
が
っ
て
お
り
ま
す
。
彩

色
は
昭
和
３
０
年
代
ま
で
は
残
っ
て
い
ま
し
た
。
旧
社
殿
は
漆
塗
り
だ
っ
た

よ
う
で
す
。
明
治
維
新
の
６
年
前
の
こ
と
で
す
。
す
で
に
こ
の
時
点
で
神
仏

分
離
が
か
な
り
進
ん
で
い
た
の
で
し
ょ
う
。
全
国
的
な
神
仏
分
離
の
嵐
は
明

治
維
新
後
で
す
か
ら
、
そ
う
と
う
早
く
か
ら
敬
神
尊
皇
思
潮
の
波
が
十
市
で

は
高
か
っ
た
こ
と
が
窺
え
ま
す
。
沿
岸
で
は
大
漁
が
続
き
、
新
し
い
産
業
の

発
展
と
文
化
が
生
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
竜
馬
の
脱
藩
も
こ
の
頃
で
す
。

　

桧
皮
葺
き
で
、
鬼
瓦
に
は
三
つ
葉
樫
の
山
内
家
紋
が
描
か
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
家
紋
も
大
正
十
四
年
の
銅
板
屋
根
化
で
外
さ
れ
、
保
存
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
持
ち
去
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
新
宮
神
社
の
神
紋
は
、
長
宗
我
部

時
代
の
五
三
の
桐
と
熊
野
系
を
示
す
三
本
足
の
赤
い
八
咫
烏
（
や
た
か
ら
す
）

で
す
。
こ
こ
に
も
土
佐
の
人
々
が
旧
国
主
へ
の
思
慕
の
強
さ
を
示
し
て
い
る
よ

う
で
す
。
明
治
維
新
の
原
動
力
は
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
も
ー
ー
ー
ー
。　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
十
一
年
二
月
十
二
日　

新
宮
神
社
森
國
宮
司
記　

新
宮
神
社
の
ご
由
緒


